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ご あ い さ つ
今年４月に島田労働基準監督署及び管内の県の出先機関に新しく着任された所属長様

から今年度の重点施策や取組みなどについて寄稿していただきました。

島
田
労
働
基
準
監
督
署
長

　

横
山 

仁
之　

氏

［
前
職
］
浜
松
労
働
基
準
監
督
署 

副
署
長

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
並
び
に
協
会
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
労
働
基

準
行
政
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
に
浜
松
署
か
ら
転
勤
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
島
田
署
の
勤
務

は
二
度
目
と
な
り
、
前
回
は
静
岡
空
港
や
新
東
名

を
建
設
し
て
い
た
頃
で
、
毎
月
の
よ
う
に
静
岡
空

港
や
新
東
名
の
関
連
工
事
現
場
に
災
防
委
員
会
の

皆
様
と
出
向
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

○
本
年
度
の
労
働
基
準
行
政
の
重
点
施
策

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
進
め
つ
つ
、
昨
年
管
内
で
８
名
、
う
ち
建
設

業
で
３
名
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
鑑
み
、

死
亡
災
害
の
撲
滅
、
建
設
業
に
お
け
る
働
き
方
改

革
関
連
法
の
周
知
と
過
重
労
働
に
対
す
る
健
康
確

保
対
策
の
推
進
を
重
点
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
災
害
発
生
状
況
他

　

令
和
２
年
の
管
内
の
労
働
災
害
発
生
状
況
で
す

が
、
死
亡
災
害
は
上
記
の
通
り
で
前
年
よ
り
６
件

増
、休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
が
６
６
３
件（
対

前
年
46
件
減
）、う
ち
建
設
業
は
72
件（
同
３
件
増
）

で
し
た
。
本
年
、
既
に
、
建
設
業
の
１
名
を
含
み

２
名
の
方
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
状
況
を
何

と
か
止
め
た
い
と
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

第
13
次
労
働
災
害
防
止
推
進
計
画
の
４
年
目
に
あ

た
り
ま
す
が
、
目
標
の
達
成
に
危
機
感
を
持
っ
て

お
り
ま
す
。

○
働
き
方
改
革

　

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
、
建
設
業
の

担
い
手
確
保
対
策
等
働
き
方
自
体
の
見
直
し
に
業

界
を
挙
げ
て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
元
気
な
建
設

現
場
を
目
指
し
、「
ふ
じ
丸
」
と
共
に
取
り
組
み

ま
す
の
で
、
未
来
も
見
据
え
て
ご
協
力
願
い
ま
す
。

○
法
改
正
や
衛
生
対
策
他

　

昨
年
も
建
設
業
に
お
け
る
事
故
型
で
最
多
で

あ
っ
た
、
墜
落
・
転
落
災
害
の
対
策
の
一
つ
で
あ

る
安
全
帯
に
つ
い
て
、
旧
規
格
の
安
全
帯
が
来
年

１
月
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
補
助
金
等
を

活
用
し
て
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
制
止
用
器
具
へ

の
転
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
物
解
体
時
の
石
綿
等
の
事
前
調
査
他
石
綿
則

の
改
正
、
ア
ー
ク
溶
接
時
の
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
に
対

す
る
特
化
則
の
改
正
、
橋
梁
補
修
他
で
の
剥
離
剤

他
、
化
学
物
質
に
対
す
る
中
毒
対
策
な
ど
衛
生
対

策
も
お
願
い
し
ま
す
。

○
結
び
に

　

今
年
は
暑
い
夏
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

対
策
と
熱
中
症
へ
の
対
処
は
大
変
で
す
。
昨
年
の

建
設
業
の
皆
さ
ん
の
対
応
は
他
の
参
考
に
な
り
ま

す
。
毎
年
の
よ
う
に
自
然
の
脅
威
に
襲
わ
れ
る
昨

今
、
皆
さ
ん
の
活
躍
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
未

来
に
渡
っ
て
元
気
な
職
場
づ
く
り
に
一
緒
に
取
り

組
み
た
い
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

貴
協
会
並
び
に
協
会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご

発
展
と
ご
健
勝
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
祈
念
し
て
結

び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



2 広報誌創る vol.162

島
田
土
木
事
務
所
長

　

大
滝 
和
広　

氏

［
前
職
］交
通
基
盤
部 
参
事　
　
　
　
　
　
　

（
静
岡
県
建
設
技
術
監
理
セ
ン
タ
ー
所
長
）

○
今
年
度
の
重
要
な
取
り
組
み

　
“
誰
も
が
い
き
い
き
と
す
ご
せ
る
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
”
の
実
現
の
た
め
に
、
県
が
策
定
し
た
「
美

し
い
ふ
じ
の
く
に
イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
活
用
す
る
う
え
で
重
要
な
３
つ
の
取

組
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
『
安
全
・
安
心
』
ど
こ
に
住
ん
で
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
日
本
一
の
安
全
な
県
土
づ
く
り

②
『
活
力
・
交
流
』
活
発
な
経
済
活
動
と
快
適
な

交
流
を
支
え
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り　

③
『
環
境
・
景
観
』
自
然
や
歴
史
・
文
化
と
調
和

す
る
人
々
の
憧
れ
を
呼
ぶ
美
し
い
景
観
づ
く
り

　
『
安
全
・
安
心
』
の
分
野
で
は
、
相
良
須
々
木
海

岸
の
防
潮
堤
や
坂
口
谷
川
の
水
門
整
備
に
よ
る
津

波
対
策
、
管
内
河
川
の
浚
渫
や
護
岸
整
備
に
よ
る

水
害
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
活
力
・
交
流
』
の
分
野
で
は
、「
陸
・
海
・

空
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
な
る
国
道
４
７
３
号
バ
イ
パ
ス

（
金
谷
相
良
道
路
）
や
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
都
市
計
画
道
路
焼
津
広
幡
線
等
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、『
環
境
・
景
観
』
の
分
野
で
は
、
違
法

看
板
類
の
是
正
指
導
、
眺
望
の
確
保
の
た
め
の
伐
採

や
防
災
も
含
め
た
静
岡
空
港
線
に
お
け
る
電
線
地

中
化
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
12
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
」
に
呼
応
し
て
、
激
甚
化
す
る
風
水
害
に
備
え

る
流
域
治
水
対
策
や
切
迫
す
る
大
規
模
地
震
に
備

え
る
津
波
対
策
、
災
害
時
の
人
流
・
物
流
を
確
保

す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
対
策
な
ど
を

加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

建
設
業
界
は
、
生
活
に
密
着
し
た
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
や
維
持
管
理
は
勿
論
の
こ
と
、
災
害
時
に
は

最
前
線
で
地
域
の
安
全
・
安
心

の
確
保
を
担
う
「
地
域
の
守
り

手
」
と
し
て
不
可
欠
で
す
。
こ

の
た
め
、
地
域
か
ら
の
大
き
な

期
待
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
を
誇

り
に
持
ち
つ
つ
、
持
続
的
な
発
展

が
重
要
で
す
。

　
一
方
で
、
働
き
方
改
革
関
連
法

の
成
立
以
降
、
建
設
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県

で
は
、
そ
の
対
応
の
一
環
と
し
て
、
発
注
時
期
の
平

準
化
、
適
正
な
工
期
設
定
や
週
休
２
日
工
事
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
公
共
工
事
の一
斉
休
工
の
取
組

「
ふ
じ
丸
デ
ー
」
を
新
た
に
開
始
す
る
な
ど
業
界
と

一
丸
と
な
っ
て
労
働
環
境
改
善
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
及
び
新
技
術
の
積
極
的

導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
企
業
、
団
体
と
連

携
し
た
「
静
岡
ど
ぼ
く
ら
ぶ
」
講
座
実
施
に
よ
る
担

い
手
の
確
保
・
育
成
な
ど
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の一
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、

社
会
全
般
の
仕
組
み
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
更
に
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
推
進
し
建
設
産
業
と
し
て
着
実
な
改
革
を
進
め
、

変
化
に
順
応
し
持
続
可
能
な
体
質
に
変
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支

え
る
建
設
産
業
が
、
新
４
Ｋ
（
給
料
、
休
暇
、
希

望
、
き
れ
い
）
の
環
境
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
、
夢
や

誇
り
の
も
て
る
魅
力
あ
る
産
業
に
発
展
す
る
よ
う
協

力
し
、
共
に
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

国道473号　金谷相良道路Ⅱ
菊川の里大橋　（令和３年４月撮影）

二級河川坂口谷川　水門　（令和３年２月撮影）
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志
太
榛
原
農
林
事
務
所
長

　

岩
﨑 

敏
之　

氏

［
前
職
］
経
済
産
業
部 

農
芸
振
興
課
長

○
重
点
方
針
・
今
後
の
取
り
組
み

　

農
業
・
農
村
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
静
岡
県

経
済
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
目
指
す
、
ビ
ジ
ネ
ス
経

営
体
を
核
と
し
た
農
業
産
出
額
の
増
大
を
図
る
た

め
、志
太
榛
原
地
域
の「
地
域
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
茶
産
業
の
需
要
に
応
じ
た
、
担

い
手
へ
の
茶
園
集
積
や
ド
リ
ン
ク
向
け
等
の
大
量

需
要
に
対
応
し
た
茶
生
産
へ
の
支
援
、
水
田
フ
ル

活
用
に
よ
る
露
地
野
菜
担
い
手
農
家
の
規
模
拡
大

支
援
、
先
進
技
術
導
入
に
よ
る
施
設
園
芸
の
生
産

性
強
化
、
中
山
間
地
域
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

交
流
拡
大
の
促
進
等
、
生
産
振
興
と
地
域
振
興
の

両
輪
で
農
業
の
活
力
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
の
維
持
と
強
化
に
向
け
て
は
、

「
静
岡
県
農
業
農
村
整
備
み
ら
い
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
農
業
の
基
礎
的
条
件
で
あ
る
農
地
や
農
業

用
水
に
着
目
し
た
土
地
改
良
事
業
と
、
自
然
環
境

に
配
慮
し
た
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
邑
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
茶
園
の
区
画
整
理
や
農

業
水
利
施
設
の
更
新
整
備
、
農
業
用
た
め
池
の
防

災
減
災
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
多
面
的
機
能

を
持
つ
農
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
地
域

協
働
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
ふ
じ
の

く
に
林
業
成
長
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ

く
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林
業
の
成
長

産
業
化
、
治
山
事
業
等
に
よ
る
森
林
の
多
面
的
機

能
の
維
持
・
増
進
や
県
民
の
理
解
と
参
加
に
よ
る

持
続
的
で
魅
力
的
な
森
づ
く
り
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
低
コ
ス
ト
主
伐
・
再
造
林
の

促
進
に
向
け
て
、
ト
ラ
ッ
ク
道
の
整
備
に
よ
る
丸

太
搬
出
コ
ス
ト
の
縮
減
や
航
空
レ
ー
ザ
ー
計
測
等

を
活
用
し
た
木
材
生
産
計
画
策
定
の
効
率
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
県
民
税

を
活
用
し
て
公
益
性
の
高
い
森
林
の
再
生
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

○
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

建
設
業
界
の
皆
様
に
は
、
現
場
で
直
接
農
林
業

の
生
産
基
盤
や
地
域
住
民
の
安
全
な
生
活
を
支
え

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
発
注
者
と
し
て
適
正
な
事
業
執
行

と
工
事
監
理
に
注
力
し
て
い
く
と
と
も
に
、
作
業

現
場
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
向
け
て

工
事
施
工
環
境
の
改
善
等
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
利
用
者
の
立
場
や
県
民
の
立
場
を

踏
ま
え
た
心
遣
い
に
よ
り
、
質
の
高
い
安
全
な
工

事
の
施
工
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

開通した「林業専用道京柱線」
（島田市川根町身成）

農地中間管理事業を活用した本県初の茶園基盤整備
静波地区
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焼
津
漁
港
管
理
事
務
所
長

　

鈴
木 
雅
則　

氏

［
前
職
］
御
前
崎
港
管
理
事
務
所
長 

　

全
国
有
数
の
遠
洋
・
沖
合
漁
業
の
基
地
と
し
て

知
ら
れ
る
焼
津
漁
港
は
、
水
産
業
の
振
興
の
上
で

特
に
重
要
な
漁
港
と
し
て
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い

る
全
国
13
漁
港
あ
る
特
定
第
３
種
漁
港
の
一
つ
で

あ
り
特
に
水
揚
げ
金
額
は
平
成
28
年
か
ら
令
和
２

年
ま
で
５
年
連
続
で
全
国
１
位
を
記
録
し
て
い
ま

す
。

○
今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み

　

現
在
、
焼
津
漁
港
管
理
事
務
所
で
は
「
焼
津
地

区
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

「
水
産
業
の
競
争
力
強
化
」、「
大
規
模
自
然
災
害

へ
の
対
応
強
化
」、「
漁
港
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」
を
目
指
し
て
、
漁
港
施
設

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
引
き
続
き
防
波
堤
の
粘
り
強
い
構

造
へ
の
改
良
、
胸
壁
の
整
備
、
水
門
検
討
並
び
に

陸
閘
、
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
長
寿
命
化
対
策
等

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
２
０
１
９
年
の
台
風
に

よ
る
防
波
堤
災
害
復
旧
工
事
の
今
年
度
末
の
完
了

を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
漁
業
の
効
率
化
、
船
内
の
居
住
環
境

の
改
善
な
ど
に
よ
る
海
外
ま
き
網
漁
船
の
大
型
化

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
産
物
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る
よ
う
岸
壁
や
泊
地
等
の
改
良
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

〇
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

建
設
業
は
、
イ
ン
フ
ラ
や
建
築
物
の
整
備
の
担

い
手
と
し
て
経
済
・
社
会
を
支
え
る
重
要
な
産
業

で
あ
り
、
災
害
時
は
昼
夜
を
問
わ
ず
の
応
急
対
応

や
復
旧
工
事
な
ど
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保

を
担
う
必
要
不
可
欠
な
地
域
の
守
り
手
で
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
夢
や
誇
り
を
持

て
る
魅
力
あ
る
建
設
産
業
へ
の
転
換
や
新
４
Ｋ

（
給
料
・
休
暇
・
希
望
・
き
れ
い
）
の
実
現
を
目

指
し「
働
き
方
改
革
」、「
担
い
手
確
保
・
育
成
」、「
建

設
現
場
に
お
け
る
生
産
性
向
上
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
建
設
産
業
が
持
続

し
て
発
展
し
て
い
け
ま
す
よ
う
皆
様
の
い
っ
そ
う

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
社
会
に
お
け
る
活
動
の
指
針
と
な

る
べ
き
行
動
規
範
や
理
念
を
し
っ
か
り
持
ち
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
に
努
め
る
と
と
も
に
、

品
質
や
安
全
を
確
保
し
た
社
会
資
本
の
提
供
、
技

術
の
振
興
・
継
承
、
有
事
に
備
え
た
定
期
的
な
教

育
・
訓
練
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
元
建
設
業
界
の
皆
様
に
は
卓
越
し

た
技
術
力
を
さ
ら
に
高
め
、
よ
り
よ
い
工
事
の
施

工
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
地
域
の
安

全
安
心
と
活
力
交
流
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う

“
い
っ
し
ょ
に
、
未
来
の
地
域
づ
く
り
”
に
向
け

ご
尽
力
く
だ
さ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

防波堤の粘り強い構造への改良胸壁の整備
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御
前
崎
港
管
理
事
務
所
長

　

玉
木 

睦　

氏

［
前
職
］
交
通
基
盤
部
都
市
計
画 

課
長

○
今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み

　
「
重
要
港
湾
」
の
御
前
崎
港
、「
地
方
港
湾
」
の

相
良
港
及
び
榛
原
港
の
３
港
を
管
理
す
る
当
事
務

所
で
は
、
大
規
模
災
害
等
か
ら
県
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
津
波
対
策
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
長
寿
命
化
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
港

の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
の
港
湾
施
設
の

整
備
や
維
持
管
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
御
前
崎
港
に
お
き
ま
し
て
は
、
昭
和
46

年
に
関
税
法
に
基
づ
く
開
港
の
指
定
を
受
け
、
本

年
４
月
１
日
、
県
下
で
は
清
水
港
、
田
子
の
浦
港

に
次
い
で
３
港
目
と
な
る
開
港
50
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

御
前
崎
港
は
、
空
の
玄
関
口
で
あ
る
「
富
士
山

静
岡
空
港
」
や
、
東
名
・
新
東
名
高
速
道
路
と
港

を
結
ぶ
「
金
谷
御
前
崎
連
絡
道
路
」
の
整
備
が
進

む
な
か
、
県
中
西
部
の
物
流
拠
点
を
担
う
海
の
玄

関
口
と
し
て
、
更
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
、「
み
な
と
オ
ア

シ
ス
」
へ
の
認
定
や
「
釣
り
文
化
振
興
モ
デ
ル
港
」

へ
の
指
定
な
ど
に
よ
り
、
今
後
、
よ
り
一
層
の
港

を
活
用
し
た
賑
わ
い
の
創
出
も
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、引
き
続
き
、官
民
が
連
携
し
て
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
を
行
う
な
ど
、
物
流
と
地
域
振
興
の
両
面
か

ら
、
御
前
崎
港
の
利
用
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

○
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

建
設
産
業
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進

展
等
に
伴
う
就
業
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
担
い

手
の
確
保
・
育
成
が
急
務
と
な
る
一
方
で
、
災
害

時
に
お
け
る
迅
速
な
復
旧
な
ど
、
社
会
資
本
整
備

の
担
い
手
と
し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す

増
大
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
建
設
産
業
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、
官
民
が
連
携
し
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
働
き
方
改
革
や
建
設
現
場
の
生
産

性
向
上
に
取
り
組
み
、
建
設
産
業
の
魅
力
を
高
め

て
、
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
建
設
業
界
の
皆
様
と
連
携
・
協
力

し
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

防潮堤の整備を進め、津波浸水家屋の解消を図る御前崎港海岸

御前崎港での大型船による荷役クルーズ船の寄港ノウハウを活用し、アフターコロナを見据えた誘致
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島
田
市
長

　

染
谷 
絹
代　

氏
３
期
目

　

今
回
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
三
度
、

島
田
市
政
の
舵
取
り
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と

な
り
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。

○
２
期
８
年
を
通
し
て

　

こ
れ
ま
で
２
期
８
年
、
市
長
と
し
て
防
災
、

医
療
、
福
祉
、
子
育
て
、
経
済
、
環
境
、
教
育
、

歴
史
文
化
、
そ
し
て
都
市
基
盤
と
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
心
の
ま
ち
島
田
」

の
実
現
に
向
け
て
市
政
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

特
に
都
市
基
盤
整
備
に
関
し
て
申
し
ま
す
と
、

８
年
前
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
新
病
院
建
設
、
新

東
名
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
土
地
利
用
、
田
代
の
郷
（
現
：

ゆ
め
・
み
ら
い
パ
ー
ク
）
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

目
標
通
り
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ひ
と
え
に
皆
様
の
御
協
力
の
賜
物
と
大
変

感
謝
い
た
し
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
市
政
に
つ
い
て
（
特
に
都
市
基

盤
整
備
に
関
し
て
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
役
所
新
庁
舎
建
設
事
業

や
金
谷
庁
舎
跡
地
利
活
用
事
業
、
旧
金
谷
中
学

校
跡
地
の
活
用
な
ど
、
私
が
具
体
的
に
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
た
事
業
に
も
、
ま
だ
道
半
ば
の
も

の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
何
と
し
て
も
実
現
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
行
政
運
営
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
、
経

済
活
動
の
回
復
も
待
っ
た
な
し
の
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
に
は
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

−

Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ

Ａ
が
完
成
し
、「
稼
ぐ
拠
点
」
の
核
と
な
る
施
設

が
で
き
ま
し
た
。
新
東
名
イ
ン
タ
ー
周
辺
で
は

他
に
も
工
業
用
地
造
成
を
進
め

て
お
り
、
併
せ
て
企
業
誘
致
も

今
後
活
発
化
さ
せ
、
さ
ら
な
る

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
・
県
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

不
断
の
要
望
活
動
が
功
を
奏
し
、

島
田
市
内
で
は
国
道
１
号
の
４

車
線
化(

旗
指
Ｉ
Ｃ

−

大
代
Ｉ
Ｃ

間)

が
令
和
６
年
度
中
の
開
通
が

示
さ
れ
、
国
道
４
７
３
号
バ
イ

パ
ス
、
菊
川
Ｉ
Ｃ
フ
ル
イ
ン
タ
ー

化
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
榛
原
北
部
地
域
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
を
国
道
１
号
よ
り
北
側
の
大
井
川
両
岸
に

つ
い
て
今
後
30
年
か
け
進
め
る
方
針
も
示
さ
れ

ま
し
た
。
市
と
し
て
も
国
・
県
と
連
携
し
、
将

来
の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
着
実
に

進
め
「
住
み
や
す
い
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
老
朽
化
が
進
ん
だ
学
校
な
ど
の
公

共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
そ
の
方
針
を

示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
２
期
８
年
の
実
績
と
経
験
を
生
か

し
、
果
敢
に
「
人
口
減
少
」
に
立
ち
向
か
い
、

総
力
を
挙
げ
て
「
稼
げ
る
」
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

強
靭
で
「
安
全
・
安
心
」
な
ま
ち
を
、快
適
で
「
暮

ら
し
の
充
実
」
を
実
感
で
き
る
持
続
可
能
な
ま

ち
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
、
謙
虚
に

か
つ
初
心
を
貫
い
て
、
市
民
の
皆
様
の
た
め
に
、

ま
た
島
田
の
未
来
の
た
め
に
果
敢
に
挑
戦
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

島田市役所新庁舎イメージパース

親子連れで賑わう島田ゆめ・みらいパーク
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工事のポイント

◦  工事概要  ◦

工 事 名	 令和２年度 大井川防災広場施設整備工事
（その２）

工事箇所	 焼津市　下江留　地内
工　　期	 令和2年9月4日～令和3年3月10日
施 工 者	 佐藤建設株式会社
発 注 者	 焼津市長　中野弘道
現場代理人	 大滝　司
工事概要	 敷地造成工	 9,670㎥
	 側溝工	 287ｍ
	 照明灯基礎工	 12基
	 園路アスファルト工　	 1,390㎡
	 広場土系舗装工	 12,400㎡

令和２年度 大井川防災広場施設整備工事（その２）

現　場　紹　介

着手前

工事施工箇所

　本工事は施工面積が広い為、ICT建機（ブルドーザ）
を使用しました。
　ICT建機の使用により、工程の短縮、丁張の簡易化
及び出来形管理の正確さを図ることが出来た。
　今後、ICT施工の現場が多くなる為、OJTを行い
i-Constructionの理解を図った。

完成
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現　場　紹　介
令和元年度(国)473号橋梁改築
(地域連携2A)地域高規格工事(4号橋A1橋台工)

◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 令和元年度(国)473号橋梁改築(地域連携
2A)地域高規格工事(4号橋A1橋台工)

工事箇所	 島田市菊川地内
工　　期	 令和2年5月11日～令和2年12月1日
施 工 者	 大河原建設株式会社
発 注 者	 静岡県島田土木事務所
現 場 代 理 人	 鍋田　卓宏
工事概要	 作業土工	 1100㎥
　　　　　　残土処理	 750㎥
　　　　　　深礎杭	 φ3000：4本
　　　　　　橋台躯体工	 一式

工事のポイント

深礎杭 躯体構築

着手前

　急傾斜地における橋台構築工事で

あったため、場内に流用土にて作業ス

テージを造成し諸問題を解決した。
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令和2年度榛原港元年災害復旧（過）工事
査定8号（突堤）

◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 令和2年度榛原港元年災害復旧（過）工事
	 査定8号（突堤）
工事箇所	 牧之原市　静波　地先
工　　期	 令和2年6月26日～令和3年3月15日
施 工 者	 株式会社　木村組
発 注 者	 御前崎港管理事務所
現 場 代 理 人	 岩堀　文昭
工事概要	 災害復旧延長	 45m
	 被覆石・基礎捨石工	 563m3
	 港湾築堤マット工	 74基	

本体工（方塊ブロック）	 製作15基、再利用18基	
根固・被服石	 4ｔ型164基、8ｔ型66基

	 上部工	 18ｍ
	 構造物撤去工	 892m3
　　　　　　仮設工	 117ｍ

工事のポイント

基礎捨石　本均し完了

夜間作業　基礎捨石本均し

被覆ブロック設置状況 上部コンクリート型枠設置状況

着手前

　現場は牧之原静波海岸の中央に設置した
突堤が、令和元年10月の台風で被災した
ための復旧工事です。
　作業は干満差と波の影響があり被害のな
い部分を保護しながらの工事で工程管理に
苦労しました。

現　場　紹　介

工事施工箇所
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◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 令和２年度 浜松河川国道管内営繕工事
工事箇所	 浜松市中区名塚町～磐田市見付
工　　期	 令和2年10月28日～令和3年3月26日
施 工 者	 株式会社　特種東海フォレスト
発 注 者	 国土交通省
	 中部地方整備局　浜松河川国道事務所
現 場 代 理 人	 塚本　克好
工事概要	 浜松河川国道事務所改修工事　庁舎A
　　　　　　　庇アルミ幕板パネル撤去、改修
　　　　　　　庇屋根改修
　　　　　　　庇軒裏改修
　　　　　　　建具改修
	 磐田宿舎改修工事　寮棟
　　　　　　　外壁塗装改修
　　　　　　　防鳥ネット取外し
　　　　　　　既設外灯ポール塗装改修

工事のポイント

本工事は、既存幕板を撤去しモルタルを

塗り、剥落防止工事を施工し、幕板の塗

装、軒裏の塗装、庇上のウレタン防水施

工を行った。

令和２年度 浜松河川国道管内営繕工事

浜松河川国道事務所
全景

磐田宿舎

作業中　庇改修 完成　建具改修

着手前

磐田宿舎

浜松河川国道事務所

現　場　紹　介



T O P I C S
～ こ ん な 動 き が あ り ま し た ～

島
田
労
働
基
準
監
督
署
に
よ
る

建
設
業
に
対
す
る
労
働
時
間
の

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
静
岡
ど
ぼ
く
ら
ぶ
」講
座

に
協
力
し
ま
し
た

島
田
土
木
事
務
所
と

技
術
支
援
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た

令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
、

収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た

　

1
月
19
日
㈫
に
島
田
労
働
基
準
監
督

署
主
催
の
説
明
会
が
、
金
谷
の
「
夢
づ

く
り
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、
監
督
署
及

び
県
建
設
業
課
か
ら
改
正
労
働
基
準
法

や
改
正
建
設
業
法
等
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

説
明
会
に
は
、
協
会
員
や
会
員
企
業

の
総
務
・
労
務
担
当
者
が
参
加
し
、
労

務
委
員
会
が
運
営
に
協
力
を
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
で
は
、
土
木
の
魅
力
を
広
く

発
信
す
る
た
め
平
成
29
年
４
月
に
「
静

岡
ど
ぼ
く
ら
ぶ
」
を
立
ち
上
げ
、
建
設

産
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
や
土
木

の
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
２

月
５
日
㈮
に
藤
枝
市
立
広
幡
中
学
校
で

静
岡
県
が
主
催
す
る
出
前
講
座
が
開
催

さ
れ
、
講
師
と
し
て
参
加
し
た
島
田
建

設
業
協
会
の
協
会
員（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ
）

が
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ド
ロ
ー
ン

の
操
作
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

島
田
土
木
事
務
所
と
（
一
社
）
島
田

建
設
業
協
会
は
、
３
月
２
日
㈫
に
「
公

共
土
木
工
事
等
の
施
工
に
対
す
る
技
術

支
援
の
実
施
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

今
回
締
結
し
た
協
定
で
は
、
島
田
土

木
事
務
所
が
工
事
を
発
注
す
る
際
に
、

施
工
現
場
の
状
況
に
応
じ
た
的
確
な
設

計
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
予
め
専
門
的
知

識
と
経
験
が
豊
富
な
島
田
建
設
業
協
会

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
、
工
事
内
容

の
変
更
を
未
然
に
防
止
し
、
工
事
を
円

滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
建

設
業
協
会
が
土
木
事
務
所
に
対
し
て
提

言
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
、
建
災

防
島
田
分
会
は
、
３
月
16
日
㈫
に
令
和

２
年
度
第
２
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
朝
倉
会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
不
透
明
感
が
続
く
中
、

地
域
の
建
設
業
界
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。
当

協
会
と
し
て
は
、
県
内
の
行
政
機
関
に

対
し
、
引
き
続
き
事
業
に
関
す
る
改
善

な
ど
の
要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
事
に
入
り
、
令
和
３
年

度
の
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
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親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
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無
事
故
無
災
害
を
願
っ
て
!!

安
全
祈
願
祭
を
開
催
し
ま
し
た

　

建
災
防
島
田
分
会
は
、
４
月
20
日(

火)

に

島
田
市
の
「
大
井
神
社
」
に
お
い
て
、
安
全

祈
願
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

し
て
、
拝
殿
で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
出
席
者

を
限
定
し
、
島
田
労
働
基
準
監
督
署
長
や
島

田
土
木
事
務
所
長
と
分
会
役
員
及
び
災
防
委

員
な
ど
23
名
が
１
年
間
の
無
事
故
無
災
害
を

祈
願
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
及
び
建
災
防

島
田
分
会
並
び
に
島
田
地
区
建
設
事
業
協
同

組
合
は
、
5
月
11
日
㈫
に
島
田
建
設
業
会
館

会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
第
１
回
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
朝
倉
会
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
長
期
化
に
よ
り
、
民
間
建
設

投
資
は
極
め
て
不
透
明
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
建
設
業
が
継
続
的
に
発
展
で
き

る
よ
う
、
各
行
政
機
関
や
団
体
と
緊
密
な
連

携
の
下
、
安
全
を
最
優
先
に
、
良
質
な
建
設

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
議
案
審
議
に
入
り
、（
一
社
）
島

田
建
設
業
協
会
、
建
災
防
島
田
分
会
及
び
島

田
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
の
事
業
報
告
と

収
支
決
算
報
告
並
び
に
協
会
と
事
業
協
同
組

合
の
役
員
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
役
員
の
選
任

案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
ベ

て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
４
月
６

日
㈫
か
ら
４
月
15
日
㈭
ま
で
の
10
日
間
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
を　

つ
な
げ
て
広
げ
て　

事
故
ゼ

ロ
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
当
協
会
も

地
域
と
連
携
し
て
こ
の
運
動
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
運
動
期
間
中
は
、
交
通
安
全
の
ぼ
り

旗
の
掲
示
や
、
交
通
安
全
の
呼
び
掛
け
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
長
期
化

す
る
中
、
屋
外
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
当
協
会
会
員
間
の
親
睦
を
深
め
る

目
的
で
、
有
志
に
よ
る
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
５
月
18
日
㈫
に
藤
枝
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
倉
会
長
は
じ
め
13
名
の
会
員
が

参
加
し
、
会
員
間
の
有
意
義
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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永
年
に
わ
た
り
建
設
業
の
発
展
に
寄
与
し

た
会
社
ま
た
は
個
人
を
表
彰
す
る
（
一
社
）

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
建
設
業
団
体
の
表
彰
受
賞
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
例
年
開
催
さ
れ
る
表
彰
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
当
協
会
か
ら
も
多
数

の
会
社
及
び
個
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰
・
静
岡
県
建
設
業
協
会
長
表
彰
等
を

多
数
の
会
員
が
め
で
た
く
受
賞

　
（
一
社
）
全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰

　

第
２
条
２
号

　

永
年
に
わ
た
り
建
設
業
の
健
全
な
発
展
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
者
。

　
　

橋
本　

勝
策
（
㈱
橋
本
組
）

　
　

原　

廣
太
郎
（
㈱
原
小
組
）

　

第
２
条
３
号

　

多
年
に
わ
た
り
建
設
業
団
体
の
役
員
又
は

委
員
長
と
し
て
建
設
業
の
健
全
な
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
者
。

　
　

山
岸　
　

豊
（
山
岸
建
設
㈱
）

　

第
２
条
４
号

　

地
方
協
会
員
の
会
社
に
お
い
て
、
多
年
に

わ
た
り
役
員
又
は
企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、

か
つ
建
設
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
者
。

　
　

園
田　

晴
義
（
㈱
園
田
工
務
店
）

　

第
４
条
３
号

　

会
員
相
互
の
倫
理
の
向
上
等
に
努
め
健
全

な
建
設
業
の
発
展
の
た
め
に
そ
の
成
果
が
顕

著
な
会
員
。

　
　

㈱
三　

成

　

第
５
条

　

よ
く
職
務
に
精
励
し
、
勤
務
成
績
が
良
好

な
者
。

　
　

西
野　

朗
文
（
大
河
原
建
設
㈱
）

　
　

道
下　

和
彦
（
㈱
梶
山
組
）

　
（
一
社
）
静
岡
県
建
設
業
協
会
長
表
彰

　

第
２
条
２
号

　

永
年
に
わ
た
り
建
設
業
の
健
全
な
発
展
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
者
。

　
　

山
本　

利
彦
（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ
）

　

第
２
条
４
号

　

地
区
協
会
の
会
員
と
し
て
又
会
員
の
代
表

者
と
し
て
永
年
企
業
経
営
の
要
職
に
在
り
か

つ
業
界
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
者
。

　
　

三
村　

秀
雄
（
三
村
建
設
㈱
）

　

第
５
条

　

よ
く
職
務
に
精
励
し
、
勤
務
成
績
が
良
好

な
者
。

　
　

中
井　

啓
祐
（
大
河
原
建
設
㈱
）

　
　

戸
塚　

聖
治
（
大
河
原
建
設
㈱
）

　
　

原
科　

智
行
（
㈱
杉
山
工
務
店
）

　
　

立
林　

和
樹
（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ
）

　
　

松
浦　

和
之
（
㈱
エ
コ
ワ
ー
ク
）

　
　

中
屋　

和
寿
（
㈱
原
小
組
）

　
　

山
口　

幸
久
（
㈱
柳
澤
組
）

　

第
６
条

　

永
年
協
会
職
員
と
し
て
勤
務
し
、
そ
の
功

績
顕
著
な
者
。

　
　

松
下　

真
琴

　
　
　
（（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
）

　

第
37
回
（
一
社
）
静
岡
県
建
設
業
協
会

建
設
も
の
創
り
大
賞
表
彰

・
建
築
部
門
　
最
優
秀
賞

　

橋
本
・
近
藤
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

平
成
26
～
29
年
度　

新
斎
場
建
設
工
事

　

(

建
築
工
事)

・
建
築
部
門
　
優
秀
賞
（
Ａ
部
門
）

　

大
河
原
建
設
㈱

　

袋
井
駅
北
口
市
有
地
活
用
計
画　

袋
井

駅
前
（
仮
称
）
新
産
業
会
館
新
築
工
事

　
（
一
社
）
静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

長
表
彰

　

表
彰
状
２

　

経
営
の
合
理
化
、
工
費
の
適
正
化
を
図
り
、

そ
の
成
果
顕
著
な
者
。

　

神
田　

優
一
（
㈱
神
田
組
）

事
務
局
職
員
の
交
代
の

お
知
ら
せ

年
目
の
参
議
院
議
員
選
挙
、
３
年
目
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
会
長
は

じ
め
役
員
・
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

何
と
か
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

建
設
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
に
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
益
々

の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月

か
ら
３
年
間
、
大

変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

１
年
目
の
70
周

年
記
念
事
業
、
２

　

前
職
は
静
岡
県

立
大
学
事
務
局
の

総
務
部
長
を
務
め

た
他
、
過
去
に
は

広
聴
広
報
課
、
静

岡
県
地
震
防
災
セ

令
和
３
年
３
月
31
日
付
け

退
職
　
前
事
務
局
長
　
川
本
　
幸
男

令
和
３
年
４
月
１
日
付
け

採
用
　
事
務
局
長
　
原
田
　
久
仁
一

ン
タ
ー
な
ど
で
の
勤
務
経
験
が
あ
り
ま
す
。

建
設
業
界
に
直
接
関
わ
っ
た
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
川
本
前
事
務
局
長
に
少
し
で
も
追

い
つ
け
る
よ
う
、
会
員
の
皆
様
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
他
の
協
会
事
務
局
職
員
と
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災害防止への取り組みハザードマップ
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　日頃より、建災防の活動にご協力いただきありがとうございます。これまで安全パトロールで訪問さ

せていただいている現場の皆さま、お忙しい中対応していただきありがとうございます。2021年の新年

度がはじまりましたが相変わらずコロナ渦の中、自粛や対策に追われている日々が続きます。宴会こそ

できませんが、満開の桜を見ると元気がでてきますね。牧之原市勝間田川堤の桜も夜間ライトアップさ

れ、凪の水面に移る桜は幻想的でした。

　さて、今日では多くの現場で“工事事故ハザードマップ”が掲げられています。交通基盤部が推し進

める事故防止策の一つです。通常のハザードマップは洪水や津波などの自然災害防災に役立てられ、被

害範囲や大きさを地図にあらわしたものですが、これを工事現場に当てはめたものが工事事故ハザード

マップです。現場のどこでどのような災害が起こりうるか、現場地図に示してあり、写真等を挿してあ

り大変わかりやすく工夫されているものもあります。危険箇所が視覚化されるため、われわれ委員がパ

トロールで初めて入場する際もそうですし、特に新規入場される方には大変わかりやすく、見ただけで

危険箇所がイメージできると思います。静岡県

の工事では活用されているようですが、あらゆ

る工事現場で活用されるといいですね。

　コロナ自粛や対策に追われ、制限はされます

が今年度も無事故災害を目標に活動をおこなっ

て参ります。何かと不便の多い今日ですが、こ

の状況が一日も早く解消され、平穏な日々が戻

りますようお祈り申し上げます。　御安全に。

� 災防委員　相良建設㈱　増田幹

安全パトロールの様子



賑わい交流拠点「KADODE OOIGAWA」
島田市、JA大井川、中日本高速道路㈱、大井川鐡道㈱の４者連携での「緑茶・農業・観光の体験型フードパーク」
2020年11月のオープン以来、県内外から多くの観光客が訪れ賑わっている。新東名島田金谷ICに近く、県内最大
級の農産物直売所や地元の野菜を使ったレストラン、子供の遊び場など、大人から子供まで楽しめる施設
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令和２年度（令和３年１月～３月）
●総会
　令和２年度第２回総会	 ３月16日㈫　当協会
　　・令和３年度事業計画（案）について　ほか
●理事会
　第５回理事会	 １月13日㈬　当協会
　　・技術支援協定について　ほか
　第６回理事会	 ３月16日㈫　当協会
　　・令和２年度第２回総会提出議案について　ほか
●正副会長会議
　第７回会議	 １月13日㈬　当協会
　　・第５回理事会提出議案について　ほか
　第８回会議	 ２月５日㈮　当協会
　　・優秀施工者表彰候補者の選定について　　ほか
　第９回会議	 ３月２日㈫　当協会
　　・今後の主要行事の日程調整について　ほか
　第10回会議	 ３月16日㈫　当協会
　　・第６回理事会提出議案について　ほか
●広報委員会
　広報誌161号発行	 １月初旬
●労務委員会
　建設業に対する労働時間等説明会	 １月19日㈫　夢づくり会館
●土木・建築委員会
　島田土木事務所との技術支援協定締結式	３月２日㈫　当協会
●環境・災害対策委員会
　　・大雪時のタイヤチェーン装着訓練	 12月24日㈭　ほか　関係会員
　　・災害情報システムへの被災情報提供訓練
　　　　御前崎港管理事務所	 １月15日㈮　関係会員
●委員長会議	 ２月５日㈮　当協会
　　・令和３年度事業計画（案）について　ほか
●建災防島田分会
　第２回災防委員会	 １月27日㈬　当協会
　　・令和３年度事業計画（案）について　　ほか
　安全パトロール
　　・１月27日㈬　５地区
　　・３月３日㈬　５地区

令和３年度（令和３年４月～）
●総会
　令和３年度第１回総会	 ５月11日㈫　当協会
　　・令和２年度事業報告について  ほか
●理事会
　第１回理事会	 ５月11日㈫　当協会
　　・総会議案の審議　ほか
　第２回理事会	 ６月29日㈫　当協会
　　・浜松河川国道、静岡国道・河川事務所との意見交換会の結果　ほか
●監査
　令和２年度監査	 ４月20日㈫　当協会
●正副会長会議
　第１回会議	 ４月13日㈫
　　・今後の主要行事について　ほか
　第２回会議	 ５月11日㈫　当協会
　　・第１回役員会の議題について　ほか
●総務委員会
　春の交通安全県民運動への参加	 ４月６日㈫～ 15日㈭
●広報委員会
　第１回委員会	 ４月７日㈬　当協会
　　・162号の企画
　第２回委員会	 ６月３日㈭　当協会
　　・162号の校正
●労務委員会
　第１回委員会	 ５月17日㈪　書面
　　・親子現場見学会について
●土木・建築委員会
　浜松河川国道事務所との意見交換会	 ６月８日㈫　当協会
　静岡国道・静岡河川事務所との意見交換会	６月11日㈮　当協会
●環境・災害対策委員会
　県中部地域道路啓開検討会	 ５月17日㈪　WEB
●建災防島田分会
　安全祈願祭	 ４月20日㈫　大井神社
　第１回災防委員会	 ５月19日㈬　当協会
　　・支部長安全表彰受賞候補者の推薦について　ほか
●今後の予定
　島田地区建設業労働災害防止安全大会	７月６日㈫　夢づくり会館
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